
多彩な暮らし、叶えるまち。
ー 田園都市しおじり ー

第六次塩尻市総合計画

しおじり未来投資戦略 市民読本
イラストで見る



多くの人とたくさん考えて

つくった作戦を実行するため、

みなさんのアイデアと

行動力を貸してください！

待ってるよ！

オーイ！

私たちが暮らしたい。
市外の人にも自慢したい。
そんな、未来（9年後）の塩尻市って「どんなまち」？
今も住みやすいまちだけど、「新しいことに挑戦したい人をもっと応援できる

しくみがあったらいいね」、「地域全体で子育てを応援できたらいいのに」、「こ

んなアイデアどうかな？」、「移住したい人が、ずっと住み続けたいと思えるよ

うなまちにしたい！」などなど、「こうなったらもっと良くなるね」という思い

や願いをたくさん詰め込んだ、これから9年間のまちづくり計画ができました。

それが、塩尻市のより良い未来を一緒につくるための共同作戦、

「しおじり未来投資戦略」です。

3年
中期戦略

3年
中期戦略

3年
中期戦略

長期戦略（9年）

待ってるよ！

オーイ！

待ってるよ！

オーイ！

FUTURE

しおじり未来投資戦略

20242024 20322032
令和6年度 令和14年度
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その33その22その11

33つのこと

多様な人との共創
が一番のチカラ！

将来のありたい姿は、

幸福度の高いまち！
成功のカギは、

チャレンジとアクション！

市民のみなさん、そして私たちを取りまく全

国そして世界のみなさんと「共に考えて、つ

くる」共創こそが、急速に変化する社会に対

応し、塩尻市のより良い未来をつくるための

チカラです。

多様な人びとが、日々良好（ウェルビーイング）

で、幸福度の高い暮らしができるまちづくりが

目標です。そのため、計画づくりの段階で実施

したアンケート結果を元に、「幸福度」を戦略の

一番の目標にしています。

作戦をたてて、それを実行するためには、とに

かく多様な人のチャレンジとアクションが必

要になります。だからこそ、チャレンジと失敗

に寛容で、チャレンジしやすい環境としくみづ

くりが大切になります。これが、未来投資戦略

成功の重要なカギとなります。

FUTURE

GOAL

しおじり

未来投資戦略

が大切にしている

2



CHARM
塩尻市の魅力（強み）を
一緒に育ててください。

魅力を育てることが、
未来投資戦略の要になります！

そんな、魅力（強み）を活かす施策が、未来投資戦略にはたくさん含まれています。

多彩な暮らし、叶えるまち。
−田園都市しおじり−

塩尻市の魅力って何だろう？

魅力を活かして目指す
2032年の塩尻市

クリエイティブ・交流・先端技術の拠点がある

（えんぱーく、えんてらす、スナバ、

地域DXセンターcore塩尻　など）

自然・農村風土が

もたらす恵みが

豊かだ

大都市・近郊都市

との交通が便利だ

豊かな暮らしを実現

することができるまちだ

チャレンジを受け入れ、

応援する仕組みがある
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CHARM

A 未来共育
次世代とともに学び
成長する

ワ ク ワ クワ ク ワ ク

B 共創循環
共創で新たな価値を生み
循環させる

イ キ イ キイ キ イ キ

C 安心共生
つながり、支え合い、
自分らしく暮らす

ニ コ ニ コニ コ ニ コ

魅力を活かした「3つの大

きな基本戦略（A・B・C）」と

「9つの分野ごとの目指す

ありたい姿」が未来投資戦

略の基盤となっています。

❶ パートナーシップ・子育て

❷ 学校教育・学びの環境

❸ 伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

P.6-8

❹ 地域経済・産業・観光・就労

❺ 環境・気候

❻ 協働参画・連繋・行政運営

P.9-11

❼ 地域社会・支え合い

❽ 医療・介護・保健・福祉

❾ まちづくり・インフラ・防災

P.12-14

Shiojiri

しおじり

未来投資戦略

のしくみを 紹 介紹 介 します
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ACTION
9つの分野ごとの
共創アクションを紹介します。
次ページからは、9つの分野ごとの「目指すありたい姿」と

それに近づくための共創アクションを一部ご紹介します。

あなたは、①～⑨のどこに興味がありますか？

「こんなことなら参加できるかも」

「こんな工夫を一緒にできないかな」など、

あなたが協力できること、やってみたいこと、

意見やチャレンジなどお気軽にお寄せください。

kikaku@city.shiojiri.lg.jp
塩尻市企画課

お問い合わせ

Email

GOAL

まちを暮らしやすくするために、

チャレンジできそうなこと

たくさんありそうだね。
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ACTION

子どもと保護者、
家族に支援や
サービスが

行き届いている

家庭環境の
違いに関係なく
子どもたちが
現在と未来に

希望を持てる環境

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

ができること ができること

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

保護者・家族

取り組むこと

塩尻市が重点的に

企業や
地域の皆さん

A 未来共育
次世代とともに学び成長するワ ク ワ クワ ク ワ ク

みなさんの声

● 家族みんなで家事や子育てをする

●   ひとりで抱え込まないでだれか
に相談する

● サークルなどで仲間をつくる

● 父親の育児休業の取得を促す

●  働きながら子育てしやすい職場環
境づくり

●  地域での子育て家庭への声かけ
や見守り 

一人ひとりや家族の多様性を地域のみなさんが理解し、

家庭環境の違いに関係なく、子どもと家族が平等に応援され、

みんなが安心して暮らせる。

①パートナーシップ・子育て

家族（パートナー
や子ども）を

持ちたいと思う人
が増えている

●  総合相談窓口の設置
妊娠・出産・子育てのさまざまな相談や悩みに寄り
添う「あんしんサポートルーム」を運営

●  保育への経済的支援
・ 保育料無償化の拡大
・ 家庭で保育する世帯への一時的保育の利用助成

● 子どもの貧困対策 誰もが未来に希望を持てる支援の充実

子どもを中心に据えた
発想に変えていこう 見守りが必要な家族と

その子どもたちを
やさしく支えていこう

産休や育休を
当たり前に

取得できるまちに

民間も含めた
幼児期の教育・保育が

充実したまちに
「子育てするなら塩尻市」

と言われるまちに
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みなさんの声

取り組むこと

塩尻市が重点的に

A

ができること ができること

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

未来共育
次世代とともに学び成長するワ ク ワ クワ ク ワ ク

自分の将来に
希望を持った

自己肯定感の高い
子どもたちが
育っている

● 社会見学や体験機会の提供

● 地元の旬の食材の提供

● コミュニティスクールへの参画

●  部活動の地域移行への体制づく
りに協力

●  さまざまな学び・体験の機会に参
加する

●  好き・得意なことに打ち込むこと
を大事にする

●  自分や友人の個性を大切にする

学校や
企業、地域の皆さん子ども・保護者

「塩尻で育って
よかった」と

感じる子どもたち
がたくさんいる

一人ひとりの
育ちにていねいに

向き合う
環境がある

子どもたちがワクワクする学びを自ら発見でき、

それらを友人や関わる人たちと共感することができる。

好きな「まち」だと誇りに思う体験環境がある。

子どもの家庭環境に
よって生じる学習格差の

ないまち

自分に合った進路を見つけ
自信を持って

生きていくことができる環境

農林業、製造業、伝統工芸
などの地域資源を

学びの教材に

社会の変化に対応できる
新しいタイプの
学びができる移住したくなるような

「特色のある教育」のまち

②学校教育・学びの環境

●  デジタルツールを活用した学びの支援
GIGAスクール運営支援センターを
核としたICT活用教育を推進

●  地元食材を使った美味しい給食の提供
学校給食への地元産食材の積極的
な使用

●  不登校対策の推進
教育支援センターを核とした不登
校対策を中心に、誰も取り残さない
学びの提供
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目指す姿を「共創で」実現しましょう！

ができること

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

取り組むこと

塩尻市が重点的に

A 未来共育
次世代とともに学び成長するワ ク ワ クワ ク ワ ク

みなさんの声

さまざまな活動への
参加を通じて、
世代を越えた

つながりが
生まれている

心身の良好や
暮らしの充実を

感じる人が
増えている

が協力してできること

●  高校・大学が市や学校などと連携し、
交流と学びを増やす

● 子どもの学習や読書を応援する

●  さまざまな世代の運動習慣の定着を
応援する

●  文化財の利用方法を工夫することで
ファンを増やす 

●  公民館の行事や文化活動に積極的
に参加し、楽しむ

● 運動に親しみ、健康な体をつくる

●  学んだことを他の人や次の世代に
伝える

●  文化活動やスポーツ活動の運営に
参加する

学校や
企業、地域の皆さん余暇や課

外の活動に参加する方

一人ひとりが、学びやスポーツなど好きな活動を楽しむことで、

地域に笑顔あふれる豊かな生活が育まれ、

世代を超えた新たなつながりも生まれている。

地域内外から、
地域文化や歴史に
関心を寄せる人が

増えている

文化活動やスポーツは
人と人が触れ合うために

重要な機会となる

県の中心にある立地を活かし、
スポーツや文化活動の大会や
競技会場として選ばれるまちに

宿場町、短歌、遺跡などの地域資源が、
教育や市民の余暇活動などに

活用されているまちに

いろいろな選択肢の中から、
子どもたちが文化や

スポーツ活動を選択できるまちに

③伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

●   多機能な図書館づくり
市民の多彩な暮らしを支える課題解決型の
図書館運営を推進

● 平出遺跡公園の活用推進
平出遺跡公園の観光交流イベント等での活
用を推進
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みなさんの声

取り組むこと

塩尻市が重点的に

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

B

ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

共創循環
共創で新たな価値を生み循環させるイ キ イ キイ キ イ キ

働く人が、
働きたい・住みたい
地域として塩尻を

選んでいる

●  就労・創業・事業継承を支援

●  産業用地、遊休施設などへの企業誘
致を促進

●  商店街への店舗誘致と個店の魅力向
上の支援

●  農業・観光支援団体・行政が協力して、
地域産品のブランド化を推進 

が連繋してできること

●  事業の成長のため、人材と新規事業
に投資する

●  仕事を通じて挑戦し、学びや成長に
つなげる

●  市内のイベントや観光地を楽しみ、
魅力を広く伝える

●  市内外の人が一緒に協力して地域課
題に取り組む

市と各団体・機関働く人、企業

塩尻の商品や
サービス、地域資源

などの魅力が
広く知られている

付加価値の高い
商品・サービスを
提供する企業が

増えている

特産品が地元に愛され、
外から来た人にも人気の
商品になっているまちに

個人や企業が、
農業や観光に参入しやすい

しくみや環境をつくっていこう

夢を持って、
ここで働きたい、住みたいと

思えるまちに

安定した雇用があることは、
地域経済の原動力だ

企業や個人事業の
立地先として、
選ばれるまちに

塩尻市に魅力と価値を見出す人たちが喜びと誇りを持ち、

良好なつながりを持ちながら働いている。

多様で付加価値の高い事業・商品・サービスがそこから生まれている。

④地域経済・産業・観光・就労

●  やりがい・学びがある働く機会の創出
ソーシャルビジネス、シビック・イ
ノベーション拠点の活動強化

●  企業の立地や設備投資の促進
新産業団地を含めた新たな工業団
地の確保

●  中心市街地の活性化
全体の構想検討と再整備に向けた
機運づくり

●  観光産業、地場産業の活性化
木曽漆器、塩尻ワインの認知度の向
上と市場開拓支援
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みなさんの声

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

B

ができること ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

共創循環
共創で新たな価値を生み循環させるイ キ イ キイ キ イ キ

取り組むこと

塩尻市が重点的に

自然環境に
配慮した

産業・市民活動が
定着している

事業者
・企業・関連団体市民

● 森林の整備と地元産木材の活用

●  省エネ機器などの導入による温室効
果ガスの削減

●  事業活動への再生可能エネルギーの
活用

● 保育園や学校での環境学習の実施

●  地域・学校と連繋した資源物の回収
促進 

● 暮らしに農業を取り入れる

●  所有している山林の場所を把握し、
次世代につなぐ

●  再生可能エネルギー設備を利用する

●  環境に負荷の少ない製品を購入する

●  ごみを適正に分別する

●  食品ロスを減らす

環境負荷の少ない生活と経済活動を市民が実践し、

エコライフを楽しみ、

地域に根ざした循環型社会が育まれている。

事業活動と
環境保全が

両立している

生活に必要な
エネルギーを

地域内で供給する
社会システムが

でき始める

豊かな自然資源を活用することで、
地域内で資源とお金が循環するまちに

あらゆる産業において、
脱炭素に取り組むまちに

環境を守ることは、
将来の市民の生活の

安全と健康を
守ることにつながる

農地や山林は、次世代に
引き継いでいくべき

地域の財産だ

⑤環境・気候

●  ゼロカーボン・シティの推進

・   市域・公共施設での再生可能エネルギー
の利用促進

・   事業者の再生可能エネルギー利用、省エ
ネルギーの促進支援

●  森林の保全 緩衝帯整備等の森林病害虫防除対策の実施
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みなさんの声

取り組むこと

塩尻市が重点的に

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

B

ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

共創循環
共創で新たな価値を生み循環させるイ キ イ キイ キ イ キ

市外から
塩尻市の人や地域と

関わりたい人が
増えている

継続的に
公益活動を
する人が

増えている

市の職員が
市民らと一緒に

なって地域の課題に
関わっている

が連繋してできること

●  NPO・企業・行政の交流による相
乗効果の促進

●  企業・行政の連繋によるデジタル
の格差の解消

● 関係人口の受入れの体制づくり

●  魅力的な「ふるさと納税」商品の
造成 

●  ボランティアや寄付により、地域
課題解決に協力する

●  行政や他団体と連繋することで、
効果的な市民活動を目指す

●  まちおこしや地域の課題解決を目
指したプロジェクトに参加する

行政、企業市民・市外連繋者

市民と行政が連繋、協力する環境やしくみが充実することで

自発的な取り組みが増え、多様な人材や組織を引きつけ、

共創が定着・拡大している。

CO2

職員が地域の課題に
「自分ごと」として

関わる行政に

デジタル技術を活用し、
行政と地域活動の

効率化を

スピード感のある、
未来志向の地域づくりが

できるまち

市民によるまちづくりの
活動が盛んな

「挑戦者にやさしい塩尻」に

企業・大学・市民・行政が集い、
産官学民による共創が

盛んなまちに

⑥協働参画・連繋・行政運営

●  市民協働の推進
公益活動を始めたい方のチャレンジに対する
支援制度を充実

●  行政・財政の改革の推進

・  デジタルツールの活用など業務改革による
改善・効率化の推進

・ ふるさと寄付金（企業版含む）のPRと活用

・ core塩尻を拠点としたデジタル活用の推進
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みなさんの声

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

保護者・家族

C

ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

安心共生
つながり、支え合い、自分らしく暮らすニ コ ニ コニ コ ニ コ

取り組むこと

塩尻市が重点的に

困りごとと
「お手伝い・手助け」

の担い手が
つながりやすい

環境がある

が連繋してできること

●  多世代の多様な人たちが集い、交流
できる場づくり

● 仕事で訪問する際の高齢者の見守り

●  高齢者・障がい者・子育て家庭など
を応援するサポーターの育成

●  自治組織や地域の役などの活動内容
の見直し

● 地域の人に挨拶をする

●  ふれあいセンター、公民館、支所など
へ足を運ぶ

●  困っている人に気付いたら相談窓口
につなげる

●  近所の気がかりな世帯をさりげなく見守る

●  地域の行事や環境整備に積極的に
参加する

社会福祉
団体・地縁団体 など

市民

ゆるやかなつながりと、感謝が循環する

「お互い様文化」で暮らしを支え合い、

困りごとの解決に寄り添う共生社会が機能している。

誰もが
暮らしやすい
地域づくりに、
住民が積極的に
参画している

お互い様の文化
（信頼関係や

結びつきで支え合う）
が定着する

回覧
板

望まない孤独・孤立がない、
あたたかい地域に

本当に困った時に、
頼れる人や窓口があると

安心できる

ご近所で声をかけ合い、
自然に見守りができる
関係をつくっていこう

地域活動や福祉活動の
負担が一部の人だけに

偏らないまちに

公的福祉制度と家族の
サポートだけでは
福祉に限界がある

⑦地域社会・支え合い

●  相談窓口の強化
困りごとを幅広く受け止める「全世
代対応型支援体制」の整備推進

●  身近な地域での困りごとへの支援
「総合相談マネージャー」による個別
支援・地域支援の取り組みの強化

●  自治活動の活性化を支援
行政からの自治組織等への依頼や連
繋体制の見直し
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みなさんの声

取り組むこと

塩尻市が重点的に

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

保護者・家族

C

ができること ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

安心共生
つながり、支え合い、自分らしく暮らすニ コ ニ コニ コ ニ コ

● 健診・検診受診の啓発活動

●  健康教室、運動教室、栄養教室、サロ
ン等の開催

● 介護予防の方法の啓発活動

● 医療・介護・福祉分野の人材の確保

●  自分に適した運動・食事量、適切な体
重を知る

●  高齢期の気力、体力の衰えを本人や
家族が理解し、早めに対策する

●  誰でも得意や苦手などの特性がある
という意識を持って、その人らしさ
を理解する

健康づ
くりの支援者市民

市民一人ひとりが健康や老い、障がいなどの特性をきちんと理解し、

自らの健康を守る活動や地域の支援活動によって、

自立して健やかに日常生活を送ることができている。

障がいに
ついての知識を

多くの人が
持っている

安心して
気兼ねなく

過ごせる居場所で
暮らせることで、

幸せを感じる

健康で
自立した生活が
できる期間が
延びている

障がいのある人や
認知症の人など、本人・ご家族の

気持ちに寄り添った福祉に

年齢を重ねても、
住んでいる地域で日常生活を

送ることができるまちに
幅広い世代で、

良い生活習慣を
定着させよう

平均寿命だけでなく、
健康寿命も

トップクラスのまちに

⑧医療・介護・保健・福祉

●  医療の確保
・ 広域ネットワークによる医療体制の確保

・ オンライン医療の導入

●  障がい児の生活支援
医療的ケア・重度心身障がい児等に対する
伴走型支援の充実
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みなさんの声

目指すありたい姿

みなさんの声をもとに思い描いた

保護者・家族

C

ができること ができること

目指す姿を「共創で」実現しましょう！

安心共生
つながり、支え合い、自分らしく暮らすニ コ ニ コニ コ ニ コ

取り組むこと

塩尻市が重点的に

都市インフラが
適切に維持・管理

されている

災害への
備えが共有され、
災害時に適切に

行動できる状態に
なっている

● 進化している市の公共交通を利用する

●  水は貴重な資源であることを認識
して大切に使う

●  保有する空き家を空き家バンクに
登録し、流動させる

●  避難訓練に積極的に参加し、有事に
備える

●  通勤・通学・観光などに必要な移動
手段の利便性の向上

●  空き家の利用価値を高めるための
改修の支援

● 計画的な水道事業の経営

●  地域の災害弱者の避難のしくみづ
くり 

都市イ
ンフラの運営者市民

安定した都市インフラが整備され、まちで活動したくなる

しくみや仕掛けが充実している。

また、災害時に命と生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えができている。

災害が起こっても
最小限の被害に
抑えられるまちに

空き家が流通し、
使われるまちに

住みやすさに磨きをかけて、
将来にわたって人や企業に

選ばれるまちに

マイカーがなくても
必要な移動ができる

公共交通に

農山村と市街地の
バランスが

塩尻の良いところだ

⑨まちづくり・インフラ・防災

魅力的な
活動を誘発する

仕掛けが
充実している

●  公共交通の充実

・  AI活用型オンデマンドバスの実証運行、
運営

・  地域公共交通の利用を促進する「塩尻型
MaaS」の構築推進

●  計画的な土地利用と開発
地区計画・まちづくり計画の策定による住
宅地の確保
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未来のために、さまざまなヒト、コト、モノに投資していくことが大切だ

と考え、塩尻市の第六次総合計画の名前を「しおじり未来投資戦略」と

しました。でも、「総合計画」と聞くと「何だか難しそう」「自分とはあま

り関係ないかな」と感じてしまう方も多いのではないでしょうか。

この冊子は、総合計画「しおじり未来投資戦略」がどのようにできたのか、

どんな思いが込められているのか、どこを目指しているのかを、できる

だけ分かりやすく要約したものです。読んだ方が「自分もまちづくりの

ことを考えてみようかな」と思ってもらえたら嬉しいです。

〒399-0786  塩尻市大門七番町3番3号

 T E L   0263-52-0280

 Email   kikaku@city.shiojiri.lg.jp

塩尻市企画課

みんなで一緒に、まちの未来について考えてみませんか。

もっと詳しく
知りたい方は

こちらへ

▲第六次塩尻市総合計画


